
　
　
　
　
■
　
■
　
■

□
原
色
版

『
初
秋
の
花
』
は

ワ
ツ
ト

マ
ン
八
ッ

切
大

の
ス
ケ
ツ
チ
に
御
座
候
。『
臺
灣
本
島
人
の

顔
』
の
ス
ケ
ツ

チ
は
木
炭
紙
四
ッ
切
大
に
し
て
、

夜
間

の
寫
生
の
よ
し
、
此
分
製
版
少
し
く
ヤ
リ

損
★
頬

の
あ
た
り

の
色
出
合
は
ず
、
筆
者

及
讀

者
に
申
譯
な
き
事
に
相
成
候

□
石
川
欽

一
郎
氏
に
此
の
程
臺
北
學
院
に
於
て

「色
彩
」
「
位
置
」
「
遠
近
」
「明
暗
」
「
寫
生
心
得
」

「
概
論
」等
水
彩
畫
講
話
を
試

み
ら
れ
候
、
右

の

大
要
は
來
號

よ
り
本
誌

に
登
載
可
致
候

□
本
號
は
八
月
十
日
を
以
て
編
輯
〆
切
に
致
候

た
め
、
鎌
倉
及
長
野

に
於
け
る
講
習
會
の
記
事

は
次
號
迄
御
待
下
さ
れ
度
候

、
こ
ゝ
に
は
双
方

共
極
め
て
盛
會
な
り
し
事
を
御
知
ら
せ
致
置
候

□
本
誌
缺
本
、
初
號
よ
り
二
十
一
號
迄
及
二
十

九
、
五
十
、
五
十
二
等

に
御
座
候
四
十

二
四
十

九

、
五十
一

等
は
一
二
册

を
剰
し
居
候
、近
刊
の

分
往

々
品
切
を
生
じ
候
間
御
入
用
の
方
は
至
急

御
注
文
被
下
度
候

□
本
誌
品
切
の
分
再
刊
御
請
求
あ
る
も
、
着
彩

版
は
到
底
出
來
難
く
候
間
、
再
版

不
可
能
と
御

承
知
あ
り
た

く
候

□
毎
度
申
事
な
が
ら
注
文
用
紙
、
振
替
貯
金
通

信
文
欄
等

へ
本
誌
原
稿
質
問
等
御
記
入
相
成
候

分
は
す
べ
て
没
書

と
可
相
成
候
。
寄
稿
類
は
必

ず
別
紙

に
認
め
ら
れ
た

く
、
假
名
は
平

假
名
に

願
上
候
。
ま
た
西
洋
紙
に
て
表
裏
兩

面

へ
細
字

に
て
認
め
し
も
の
も
迷
惑
致
候

□
御
寄
稿
に
し
て
是
迄
登
載
せ

ざ
る
分
澤
山
有

之
候
、
そ
れ
は
紙
面
の
都
合
に
も
よ
れ
ど
、
時

節
の
關
係
も
有
之
候

。
春

の
出
來
事
を
夏
時
分

御
投
書
に
な
る
と
、
掲
載
は
秋
に
な
る
と

い
ふ

や
う
な
次
第
で
、
こ
の
や
う
な

の
は
不
得
止
來

年

の
春
迄
保
存
し
置
く
事

と
相
成
候

□
未
完

の
御
寄
稿
は
登
載
せ

ざ
る
こ
と
可
有
之

候

□
讀

者
諸
君
よ
り
暑
中

見
舞
状
を
寄
せ

ら
れ
し

方
多
し
、
幹
部
諸
員

無
事
斯
道
に
盡
し
居
候
間

御
安
心
下
さ
れ
度
、
爰

に
御
厚
志
を
謝
し
申
候

　
　
　
　
紹

介

◎
東
洋
藝
術
資
料
は

本
邦
、
支
那
、
朝
鮮
、
印

度
を

始
め
其
他

一
般
東
洋
藝
術
に
關
す

る
正
確

な
る
資
料
の
選
集

に
し
て
、
原
本
は
毎
號
凡
二

十
葉
宛
ア
ー
ト
タ
イ
プ

に
て
複
製
し
、
所
藏
者

た
る
伊
東

、
塚
本
、
關
野
三
博
士

の
責

任
あ
る

説

明
を

附
せ

ら
る

べ
く
、
定
價
は

一
部
郵
税

共

六

十

二
錢

、
十

二
部

六
圓

に
し
て
、
第

一
集
は

支

那
周
漢

の
部

、
古
銅

器
及
其

紋
樣

に
し
て
、

九
月
一

日
を

以
て
發

行
せ

ら

る
べ

し

と

い

ふ

(
東

京
駒

込

上
冨
士

前

町
日
本
美

術
社
發

行

)

　
　
　
　
問
に
答
ふ

■
獨
習

で
木
炭
畫

の
稽
古
は

不
可
能
な

り

や
、

ま
た
鉛
筆
畫

の
み
で
は

筆

の
イ

ヂ
ケ
ル
と

い
ふ

患

な
き
や
(
北
海

の

一
讀
者
)
◎

不
可
能

に
あ
ら

ず
た
ゞ

よ
き
參

考
品
な

き

の
み
、
又

鉛
筆
畫

と

雖も
畫

き
方

に

よ
り

て
筆

の
イ

ヂ
ケ
ル
と

い
ふ

こ
と
な

か
ら
ん
■

水

彩
畫

を
學
ぶ

に
必
ず
人

物

畫
を
習

ふ
べ
き

や
、
必
要

な
ら
其
獨
習

法

を
知

り
た

じ
(
曉

村
生

)◎

前
號
靜

物
寫

生
の
話

を
見

ら

れ
よ
■

チ

ユ
ー
ブ
入
繪

具

固
ま
り

て
困
る

、

い
か
に
し

て
よ
き

や
(
自

然
子
)
◎
管
を

破

つ
て

繪
具

を
取
出
し
湯

に
浸

し
て
軟

か

に
し
グ
リ

ス

リ

ン
を
入
れ
て
練
直

す

べ
し
■
サ

ロ

ン
其

他

の

裸
體
畫

を
集

め
し
も
の
、
又
は

一
枚

も
の
に
て

も

よ
ろ
し
け
れ

ど
購

求
す
る

こ
と

を
得
べ

き

や

(
玉
島
愛
讀

生
)
◎

巴
里
發

行
ヌ
ー
、
ド
、
サ

ロ

ン

と

い
ふ
裸
體

の
み
集

め
し

も

の
年

々
出
版
せ

ら



る
れ
ど
日
本
に
は
輸
入
禁
止
な
り
■
一
　
數

人

團
體
を

作

つ
て
研
究
す
る
の
と
研
究
所
に
入
り

て
研
究
す
る
の
と
何

れ
か
早
く
上
達
す
る
や
二

日
本
水
彩
畫
研
究
所
に
て
は
鉛
筆
畫

も
教
ふ
る

に
や
三

　
鉛
筆
畫

に
粗
末
な
描
法
と
細
密
な
の

と
あ
り
何
れ
が
よ
き
に
や
四
　
最
新
水
彩
畫

法

其
他
の
美
術
書
は

上
野
圖
書
館

に
寄
附
さ
れ
し

や
五
　
文
房
堂
の
割
引
は
何
割
な
り

や
六
　
外

國
語
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
洋
行
は

出
來
ぬ
も
の
に

や

(
M
E
生
)◎
一
　

教
師
な
く
し
て
研
究
す
る
の

は
タ
ト

ヱ
百
人
集

ま
つ
て
勉
強
し
て
も
利
益
少

な

し
二
　
鉛
筆
畫

の
課
目
あ
り
三
　
仕
上
つ
た

鉛
筆
畫
と

い
ふ
の
は
後
者
な
り
、
前
者
は
重
に

ス
ケ
ツ

チ
と
い
ふ
四
　
帝
國
圖
書
館
に
は
内
務

省
よ
り
凡
て
の
出
版
物
を

廻
送
す
る
筈
故
多
分

備

つ
け
あ
る
べ
し
五

　
物
に
よ
り
て
割
引
せ
ず
、

普
通
品
は

一
割
な
り
六
　
程
度
問
題
な
ら
ん
、

附

言
こ
ん
な
下
ら
ぬ
質
問
は
以
後
お
答
致
さ
ぬ

こ
と
ゝ

御
承
知
あ
り
た

し
■
美
術
學
校
撰
科
生

の
資
格
等
承
知
し
た
し
(
京
都

一
書
生
)◎
直
接

學
校
に
問
合
さ
れ
よ
■
透
視
畫

法
獨
習
の
好
參

考
書
を

伺
ひ
た
し
(
江
湖
の
人
)◎
日
本
橋
金
港

堂
發

行
井
汲
氏
著

『
用
器
畫
法
』
第
三
解
説
付

可
な
ら
ん
價
は

三
十
八
錢
、
又
は
同
店
發

行
寺

崎
氏
著

『
用
器
畫

教
科
書
續
編
』
附
圖
共
五
十

七
錢
■
一
　

ガ
ラ
ス
の
描
法
及
主

と
し
て
用
ふ

る
繪
具
を
知
り
た

し
二
　
水
彩
畫

に
線
を

つ
け

る
を

嫌

ふ
と
き
く

ス
ケ
ツ
チ
な
ど
に
も
然
る
に

や
三
　
初
學

の
う
ち
は
あ
ま
り
配
合
調
和
等
の

事
は
不
必
要
と
思
ふ
如
何
四

　
文
房
堂
の
割
引

券
の
效
用
は
定
價

の
何
割
引
に

や

(
茨
城
北
總

生
)
一
　

置
か
れ
た

る
周
圍

の
色
彩
、
又
器
物

内
の
物
の
色
等

に
よ
り
て
、
其
色
が
透
明
し
て

見
ゆ

る
も
の
な
れ
ば
、
描
法
又
は

色
彩
に

つ
い

て
は
實
地
に
寫
生
し
研
究
す
る
よ
り
他
に
道
な

し
二
　
日

本
畫

の
如
き
線
は
用

ひ
ぬ
と
も
物
の

感

じ
は
出
る

筈
な
り
、
但
時
と
し
て
太
き
線
に

て
輪
廓
を
つ
く
り
其

内

へ
彩
色
を

施
す
場
合
あ

り
三
　
不
必
要
ど
こ
ろ
か
初
め
に
其
點
を

充
分

研
究
す

べ
き
も
の
な
り
四

　
前
に
答
あ
り

　
　
　
　
讀
者
の
領
分

■
自
筆
水
彩
繪
葉
書
交
換
の
希
望
○
福

島
縣
石

川
郡
川
東
村
折
笠
貞
義
○
神
戸
市
東
柳
原
町
五

十
七
丸
山
方
塚
崎
繁
夫
○
下
野
國
日
光
町
下
鉢

石
町
星
野
長

一
■
　
前
號
の
昨
年
分

ハ
ガ
キ
文

學
全
部
の
提
供
者
は

私
で
す

(
佐
藤
周
子
)
■

繪
葉

書
競
技
會
開
會
の
希
望
(
小
島
虎
太
郎
)
■

各
國
古
郵
便
切
手
珍
種
數

百
持
合
す
、
油
繪
水

彩
畫
等
と
交
換
し
た
し

(備
中
國
玉
島
町
中
塚

響
也
)
■
　
八
ッ
切
以
上
の
水
彩
ス
ケ
ツ
チ
箱

譲
受
け
度
し
次

に

『
み
づ

ゑ
』
等

の
美
術
雜
誌

を
惠

ま
る
れ
ば
當
地
繪
葉
書
を
御
禮
に
差
上
る

(
福
岡
縣
三
池
郡

大
牟
田
魚
日
町

十

二
松
本
紫

峰
)
■

　
前
號
相
田
君
の

『少
女
』
奇
麗

に
拜

見
し
た

が
左
の
頬
が
少
し
脹
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
や

う
に
見
ら
れ
た
、
着
物
は
御
手
の
も
の
だ
。
肉

體
の
工
合
は

夏
目
氏
に
比
較
し

て
ま
だ
ま
だ

と

思
ふ
が
如
何
(山
梨
汀
雲
)
■
　
『
女
性
と
趣
味
』

『水
彩
畫
指
南
』
『
水
彩
畫
階
梯
』
『
ス
ケ
ツ
チ
畫

法
』
『
ス
ケ
ツ

チ
の
栞
』『
墨
繪

講
話
』『
大
下
先
生

水
彩
畫
帖
等
譲
渡
す
又
は

糊

い
ら
ず
水
貼
枠
と

交
換
を
望
む

(
茨
城
縣
結
城
郡
菅
原
村
坂
野
伊

三
郎
)
■

ワ
ツ
ト

マ
ン
九
ッ
切
ス
ケ
ツ
チ
箱

相
當
代
價

に
て
譲
受
た
し
希
望
者
至
急
御
照
會

(
福
岡
縣
遠
賀
郡
香
月
村
田
代
哲
郎
)
■
『
み
づ

ゑ
』
五
十
號
及
五
十
二
號
不
用
の
方
は
譲
受
た

し
但
洋
畫

講
義
録

一
、
二
の
二
册
と
交
換
し
て

も
よ
ろ
し

(
信
州
松
本
市
出
居
番
宮
下
太
郎
)


